
一
九
九
○
年
七
月
九
日
か
ら
一
三
日
ま
で
、
．
つ
の
世
界
の
た
め
の
社

会
学
Ｉ
統
一
と
多
様
性
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
第
一
二
回
国
際
社
会

学
会
議
（
三
○
『
丘
ｇ
畠
『
①
の
ｍ
具
ｇ
ｏ
豆
◎
喝
）
が
、
マ
ド
リ
ッ
ド
で
開
催
さ

れ
た
。
四
年
毎
に
開
か
れ
る
大
会
と
あ
っ
て
、
名
誉
会
長
、
カ
ル
ロ
ス
・
ス

ペ
イ
ン
国
王
出
席
の
下
に
国
際
会
議
場
で
盛
大
な
開
会
式
が
行
な
わ
れ
た
。

実
際
、
会
議
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
六
、
リ
サ
ー
チ
．
．
、
、
、
シ
テ
ィ
四

二
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
。
フ
八
、
テ
ー
マ
・
グ
ル
ー
．
フ
五
、
ア
ド
ホ
ッ
ク

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
二
○
に
加
え
て
、
他
の
団
体
に
よ
る
ス
・
ヘ
シ
ャ
ル
・
セ
ッ
シ

ョ
ン
も
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
は
四
五
○
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
日
本
か
ら
も
五
○

名
近
い
参
加
者
が
あ
っ
た
。

家
族
研
究
の
メ
イ
ン
は
、
第
六
リ
サ
ー
チ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
西
欧
に
お
け
る
家
族
社
会
学

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
第
三
世
界
に
お
け
る
家
族
社
会
学

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
仕
事
と
家
族
性
役
割
の
変
化

■
研
究
動
向

第
一
二
回
国
際
社
会
学
会
議
及
び

法
社
会
学
研
究
会
に
参
加
し
て

八
国
際
学
会
報
告
Ｖ

第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
フ
リ
ー
。
ヘ
ー
パ
ー

第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
同
棲
、
新
し
い
家
族
の
型

第
六
セ
ッ
シ
ョ
ン
家
族
社
会
指
標

第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
家
族
政
策

第
八
セ
ッ
シ
ョ
ン
家
族
研
究
に
お
け
る
理
論

さ
ら
に
、
第
三
四
リ
サ
ー
チ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
「
青
年
社
会
学
」
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
「
家
族
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
」
が
テ

ー
マ
だ
っ
た
。

こ
の
他
、
第
二
リ
サ
ー
チ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
「
老
年
社
会
学
」
の
第
六
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
、
「
老
年
、
家
族
及
び
家
族
内
関
係
」
が
取
扱
わ
れ
、
第
三
二

リ
サ
ー
チ
．
．
、
、
、
シ
テ
ィ
「
社
会
に
お
け
る
女
性
」
で
は
、
九
つ
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
加
え
て
七
つ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ほ
ぼ
三
時
間
で
、
七
、
八
本
の
報
告
が
な
さ
れ
、
マ

ド
リ
ッ
ド
大
学
コ
ン
プ
ル
テ
ン
ス
構
内
で
行
な
わ
れ
た
。
発
表
者
、
テ
ー

マ
、
座
長
等
に
つ
い
て
は
、
国
際
社
会
学
会
議
ス
ペ
イ
ン
組
織
委
員
会
編
の

松
浦
千
誉
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
報
告
の
概
略
に
つ
い
て
は
諺
国
際
社
会
学
会
発
行
の
曾
号
‐

ざ
Ｅ
Ｃ
塾
シ
房
弓
胃
扇
乞
窒
の
号
已
．
言
』
雪
Ｇ
望
ｅ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
大
き
な
学
会
の
後
、
一
六
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
、
オ
ニ
ャ
ー
テ

ィ
国
際
法
社
会
学
研
究
所
で
、
マ
ド
リ
ッ
ド
大
会
の
第
二
一
リ
サ
ー
チ
・
コ

ミ
ッ
テ
ィ
「
法
社
会
学
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
約
百
名
が
参
加
し
て
、
法

社
会
学
研
究
会
が
持
た
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
一
○
人
か
ら
二
○
人
の
小
グ
ル

ー
プ
で
、
提
出
さ
れ
た
。
ヘ
ー
。
〈
－
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
主
体

と
し
た
七
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
。

わ
た
く
し
が
参
加
し
た
「
男
女
平
等
の
実
効
性
」
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
ス

・
へ
イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ソ
連
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
か
ら
一
二
の
レ
ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

座
長
の
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
戸
弓
筐
山
垂
〈

教
授
の
下
で
、
四
回
、
の
べ
一
四
時
間
、
な
に
が
男
女
平
等
を
妨
げ
て
い
る

か
、
そ
れ
を
克
服
す
る
手
段
は
な
に
か
と
い
っ
た
視
点
で
、
各
国
の
男
女
不

平
等
現
象
の
認
識
を
深
め
た
。

一
口
に
不
平
等
現
象
と
い
っ
て
も
、
国
や
文
化
の
相
異
か
ら
、
各
国
ご
と

に
か
な
り
の
独
自
性
が
あ
り
、
そ
の
解
釈
方
法
も
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
根

底
に
平
等
法
の
役
割
が
存
在
し
、
そ
れ
を
法
規
の
上
だ
け
の
平
等
に
終
ら
せ

ず
に
、
実
質
的
な
事
実
上
の
平
等
を
も
実
現
す
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
で
一
致
し
た
。

そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
家
族
の
再
構
築
、
男
女
役
割
分
担
の
再
検
討

等
に
加
え
て
、
女
性
裁
判
官
、
政
治
家
等
の
増
加
の
た
め
に
ク
オ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
の
実
現
等
の
積
極
行
動
Ｉ
ア
フ
ァ
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
ー
を
続
け

て
い
く
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

時
間
と
言
葉
の
関
係
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
家
族
紛
争
」
の
ワ
ー

ク
・
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
一
・
ｇ
ヨ
ョ
ニ
の
教
授
が
座
長
で
、

「
司
法
秩
序
と
社
会
・
政
治
秩
序
」
、
「
家
族
分
野
に
お
け
る
裁
判
化
又
は
非

裁
判
化
」
、
「
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
ガ
リ
ズ
ム
ー
コ
モ
ン
ロ
ー
家
族
シ
ス
テ
ム

と
大
陸
法
の
そ
れ
と
の
比
較
」
、
「
国
際
的
視
野
で
の
家
族
紛
争
と
調
停
」
等

の
・
ヘ
ー
パ
ー
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

×
×
×

以
上
、
一
九
九
○
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
社
会
学
関
係
の
会
に
お

け
る
家
族
、
女
性
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
る

が
、
最
後
に
、
言
葉
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
英
語
圏
の
人
々
が
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
を
と
る
と
細
部
に
わ

た
っ
て
理
解
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
非
英
語
圏
（
特
に
ラ
テ
ン

系
）
の
人
々
に
と
っ
て
も
私
と
同
じ
よ
う
な
障
害
が
あ
る
こ
と
を
知
り
意
を

強
く
し
た
。
世
界
は
英
語
（
英
語
文
化
）
だ
け
で
は
な
く
他
の
言
葉
ｌ
ス
。
へ

イ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
等
も
、
か
な
り
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
各
国
の
人
び
と
が
歴
史
的
、
文
化
的
背
景
を
持
た
な

い
、
「
共
通
理
解
語
」
と
し
て
の
英
語
の
重
要
性
も
、
さ
ら
に
強
く
感
じ
た

の
で
あ
っ
た
。

（
拓
殖
大
学
・
家
族
法
、
イ
タ
リ
ア
法
）
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